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１．研究計画の概要 

研究計画は次のようであった。 

初年度（平成１９年度）は文献調査及び問

題の発見と共有。２年目（平成２０年度）は

第１調査（制限環境下にある対象者の方々へ

の聴き取り調査）、第２調査（大学生対象)、

第３調査(有識者対象)、第４調査（国内外研

究情報調査）。３年目（平成２１年度）は全

国サンプリング調査（調査会社の用意してい

る、オムニバス形式調査を利用）。４年目（平

成２２年度）は成果のまとめと成果発表、報

告書作成、および社会への還元。 

 

２．研究の進捗状況 

当初の計画に沿って、３年目までの研究が

終了している。 

初年度の問題の整理の過程で、主観的制限

環境の認知において日本文化の特徴が影響

していることが得られ、２年目には４種類の

調査を行い、制限環境の問題がひいては少子

化の問題につながることが示唆された。制限

環境の制度的側面のレビューを行う過程で、

一般に先進的とみなされる北欧モデルと対

極の南欧福祉モデルの可能性について、資料

収集および考察が深まった。統計的数値や調

査数値だけでは確証の得がたい南欧の実態

部分は、この１年の間に知己を得た複数のイ

タリア研究者らへのインタビューにより妥

当性検討を進めた。 

３年目にはここまでで得られた知見に沿

って､インターネットを利用した、国際比較

調査を行った。対象国は、少子化の進む典型

的な国々、日本・イタリア・韓国であった。 

なおこの時点までの研究のなかで、人が制

限環境を経験して適応困難を生じる場合に、

その変化の契機として、本人自身の内的な変

容があるとともに、本人をとりまく周囲の

人々の行動－圧迫を取り除くような配慮的

行動また育児協力・料理・家事などの協力的

行動－が本人に、日常可能な行動範囲そして

意識範囲の制限解除とともに適応的変化を

生じさせうること、それが重要な変化である

ことが明らかになった。そのためこの変数も

調査設計に加えられた。男女ともに、ワーク

ライフバランスの見直しが、事態全体の改善

につながることが示唆された。またこのこと

が少子化問題の解決に寄与することも示唆



された。 

 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

研究作業は当初の計画通りにすすんでいる

が、１年目および２年目の研究成果により、

研究成果の社会的還元をみすえた研究内容

につき、当初想定よりも深い内容で考察を行

うことができた。その視点に従い、日本国内

のみならず、日本・イタリア・韓国の良質な

データを３年目に取得することができ、また

思わしいデータが得られている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
既にこの３年間に取得した多数の資料・デー
タについて分析を行う。 
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